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太
宰
府
の
文
化
財
459

太
宰
府
市
の
北
東
に
あ
る
宝
満
山
は
、

我
が
国
を
代
表
す
る
山
岳
信
仰
の
遺
跡
と

し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
平

成
25
(
２
０
１
３
)
年
10
月
17
日
の
官
報
告

示
で
国
の
史
跡
と
な
り
、
本
年
で
10
年
を

迎
え
ま
す
。

こ
の
信
仰
の
山
は
尾
根
伝
い
で
他
の
信

仰
の
山
や
祭
祀
が
行
わ
れ
た
寺
社
と
つ
な

が
り
を
持
ち
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て

は
修
験
道
を
専
ら
と
す
る
山
伏
た
ち
が
、

そ
の
間
を
往
来
す
る
「
峰
入
り
」
と
称
す
る

行
事
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。
春
に
は

宝
満
山
を
出
て
三
郡
山
や
若
杉
山
を
経
て

宗
像
の
孔
大
寺
山
、
玄
界
灘
に
面
す
る
織

幡
宮
、
香
椎
宮
、
筥
崎
宮
か
ら
福
岡
城
を
経

由
し
、
高
宮
宮
、
春
日
神
社
、
武
蔵
寺
、
安
楽

寺
天
満
宮
を
通
っ
て
宝
満
山
に
戻
る
ル
ー

ト
で
葛
城
峰
(
春
峰
)
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
秋
に
は
宝
満
山
を
出
て
大
根
地
山
、
古

処
山
、
屏
山
、
馬
見
山
、
小
石
原
深
山
宿
、
大

日
岳
を
経
て
彦
山
(
江
戸
時
代
以
降
は
英

彦
山
)に
至
り
、
帰
り
は
筑
豊
の
里
を
辿
っ

て
宝
満
山
に
戻
る
ル
ー
ト
で
大
峰
(
秋
峰
)

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

宝
満
山
と
彦
山
は
九
州
で
の
修
験
道
の

２
大
聖
地
と
さ
れ
、
彦
山
の
山
伏
は
春
峰

の
行
事
と
し
て
宝
満
山
ま
で
峰
入
り
を
し

て
２
つ
の
山
は
修
験
道
に
よ
っ
て
結
び
つ

き
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
宝
満
山
と
彦
山

の
間
は
全
長
約 

１
３
０
㎞
で
、
往
路
75
㎞

は
峰
か
ら
峰
へ
の
険
し
い
尾
根
路
で
72
日

を
か
け
て
勤
行
や
行
を
山
頂
な
ど
の
要
所

や
聖
地
と
さ
れ
る
場
所
で
繰
り
返
し
お
こ

な
い
、 

帰
路
は
里
の
道
を
３
日
で
帰
っ
て

い
ま
し
た
。
宝
満
山
の
中
宮
跡
に
あ
る
梵

字
磨
崖
仏
の
銘
文
に
文
保
２
年
(
１
３
１

８
)の
年
号
が
あ
り
、「
法
眼
幸
栄
十
六
度
」

と
彫
ら
れ
て
お
り
、
16
度
の
入
峰
を
し
た

数
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
宝
満
山
と
他
所
を

つ
な
ぐ
峰
入
り
は
こ
の
鎌
倉
時
代
か
ら
お

こ
な
わ
れ
た
い
た
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
ま
す
。

明
治
時
代
以
降
は
神
仏
分
離
令
や
修
験

宗
の
廃
止
令
を
背
景
に
宝
満
山
か
ら
山
伏

が
離
山
し
、
峰
入
り
も
途
絶
え
ま
し
た
が
、

明
治
22
(
１
８
８
９
)
年
に
春
峰
が
復
興
さ

れ
、
そ
の
後
、
昭
和
７(
１
９
３
２
) 

年
・

13 

(
１
９
３
８
)
年
・
14
(
１
９
３
９
) 

年

に
宝
満
山
か
ら
英
彦
山
へ
の
峰
入
り
が
お

こ
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
戦
争
が
激
し
く
な
る

と
と
も
に
峰
入
り
は
再
び
お
こ
な
わ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。昭
和
57
(
１

９
８
２
)
年
に
宝
満
山
の
山
伏
の
子
孫
や

宝
満
山
か
ら
彦
山
(
英
彦
山
)へ
の
峰
入
り
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平成25年の峰入り（仏頂山での読経）

平成25年の峰入り
（英彦山南岳での移動）

こ
の
山
を
修
行
の
場
と
す
る
修
験
者
が
宗

派
を
超
え
て
結
集
し
て
「
宝
満
山
修
験
会
」

が
結
成
さ
れ
、
毎
年
５
月
の
第
２
日
曜
日

に
宝
満
山
へ
の
入
峰
、
５
月
の
最
終
日
曜

日
に
竈
門
神
社
で
の
採
灯
護
摩
供
が
お
こ

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

竈
門
神
社
が
開
創
１
３
５
０
年
の
祭
典

を
行
っ
た
平
成
25
(
２
０
１
３
)
年
に
、
満

を
持
し
て
宝
満
山
修
験
会
に
よ
っ
て
４
月

25
日
か
ら
28
日
の
４
日
を
か
け
て
、
約
60

㎞
の
往
路
の
み
の
行
程
で
宝
満
山
か
ら
英

彦
山
ま
で
の
峰
入
り
が
再
興
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
際
に
は
13
人
の
山
伏
と
、
宝
満
山

の
史
跡
指
定
を
同
時
に
お
こ
な
っ
た
筑
紫

野
市
と
本
市
の
教
育
委
員
会
の
職
員
が
共

同
で
記
録
の
た
め
に
随
伴
し
ま
し
た
。

ル
ー
ト
や
行
の
復
興
は
大
変
で
、
長
ら
く

行
事
が
途
絶
え
て
い
た
た
め
古
文
書
や
地

名
な
ど
の
考
察
か
ら
、
何
度
も
推
考
す
る

こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
が
十
分
に
は

解
明
で
き
て
お
ら
ず
、
２
つ
の
信
仰
の
山

を
つ
な
ぐ
峰
入
り
は
ま
だ
ま
だ
奥
の
深
い

行
事
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

文
化
財
課
　
　
　
山
村
　
信
榮

や
ま
む
ら

の
ぶ
ひ
で

※

平
成
25
年
の
峰
入
り
は
太
宰
府
市
公
文
書
館
紀
要 

年
報
太
宰
府
学
17
号
(
令
和
５
年
刊
行
)
で
報
告
し
て
い

ま
す
。

み
ね

い

か
ま

さ
い
と
う

ご

　
ま

　
く

ど
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議会を傍聴して
みませんか

本会議は51人、委員会は12人ま
で傍聴できます。詳しくは議会事務
局までご確認ください。

日 月 金木水火 土

21 22 23 24 25 26

本会議
市長提案理由説明

本会議
質疑･委員会付託

8/20

28 29 30 31 9/1 227

総務文教
常任委員会

本会議
一般質問

本会議
一般質問

本会議
一般質問
(予備日）

決算特別
委員会

決算特別
委員会

決算特別
委員会
(予備日）

4 5 6 7 8 93

11 12 13 14 15 1610

18 19 20 21 22 2317

本会議
委員長報告・質疑

討論・採決

9月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです

敬老の日

環境厚生
常任委員会

建設経済
常任委員会

3月

定例会は
年に4回

9月

12月 6月

表紙写真：太宰府天満宮 仮殿（124年ぶりに大改修中の本殿前）
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◆インボイス（適格請求書）制度の廃止を求める意見書が否決されました。
《意見書第2号》
賛成討論：徳永洋介、笠利 毅、神武 綾、木村彰人、タコスキッド
反対討論：舩越隆之、原田久美子 

◆保育士の配置基準及び処遇改善を求める意見書を各省庁等に提出します。　
《意見書第3号》※修正案が提出されたため、修正案について討論を行いました。
賛成討論：徳永洋介、木村彰人、小畠真由美
反対討論：笠利 毅、タコスキッド

◆第9期介護保険制度改正に関する意見書を各省庁等に提出します。《意見書第4号》

○意見書

◆専決処分が行われた5件について承認しました。
⇒専決処分とは、議会が議決すべき事件について、首長が議会に代わってこれを処分するこ
とをいいます。市長が専決処分したときは、処分後初めて開かれる会議で、議会の承認を
求めることになります。《議案第27号、28号、29号、30号、31号》

○専決処分の承認

◆消防ポンプ車を購入します。（2,530万円）　
⇒消防団に配備している車両が20年を経過するため、消防車両を入れ替えます。
《議案第37号》

◆中学校給食用配膳台、食缶類を購入します。（2,365万円）
⇒来年の1月の中学校完全給食開始に伴う備品の購入です。《議案第38号》

◆移動図書館車（新すくすく号）を購入します。（2,310万円）
⇒現在運行中の車両が老朽化のため、移動図書館車を入れ替えます。
《議案第39号》

○財産の取得

◆水城小学校の請負変更契約を締結します。　
⇒擁壁改修工事の追加と、建築確認検査機関から指摘された、鉄骨の耐火被
覆など安全対策の追加です。（1,903万円増額）《議案第36号》

○契約の締結

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

企画費 通古賀区、水城台区の自治会に対して、宝くじを財源とした助成金が支給されます。360万円

社会福祉費 962万円 生活困窮者自立相談支援業務委託等。

電子母子手帳への機能の追加。　59万円

商工費

保健衛生費

サテライトオフィスを設置する事業者の補助金　100万円

プレミアム付商品券事業（プレミアム率20％）　5,095万円
5,195万円

59万円

こども家庭センターの機能充実等　677万円

医療的ケア児日常生活支援事業補助金　81万円

保育所等給食支援補助金　1,757万円

保育所の建て替えが延期のため減額　▲6,010万円

児童福祉費 ▲3,368万円

◆予算総額は歳入・歳出ともに299億6,747万2千円になりました。

○令和5年度一般会計補正予算（第2号）

定例会リポート定例会リポート6 月

＜歳出の主なもの＞

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

児童福祉費 生活の苦しい子育て世帯の生活支援を目的として、児童1人当たり5万円を給付するものです。1億609万円

◆予算総額は歳入・歳出ともに295億5,133万4千円になりました。

○令和5年度一般会計補正予算（専決第1号）

＜歳出の主なもの＞

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

社会福祉費 生活の苦しい世帯の生活支援を目的として、1世帯当たり3万円を給付するものです。2億9,445万円

◆予算総額は歳入・歳出ともに298億4,578万5千円になりました。

○令和5年度一般会計補正予算（専決第2号）

＜歳出の主なもの＞

○令和5年第2回定例会

会　　期

審議内容

報告

市道認定

契約締結

令和5年5月31日～令和5年6月23日　24日間

5件

1件

1件

人事

条例改正

財産取得

1件

2件

3件

専決処分の承認

補正予算

意見書

5件

1件

3件

トピックス 議会のここに注目！
「待機児童ゼロ」 を宣言した太宰府市ですが、保育園児の入所に関わるデータを深掘りしてみました。

●保育園児の入所に関わるデータ

②③④の児童は、 認可保育所に通っていません。

令和5年4月1日現在

「待機児童ゼロ！」　万全の保育環境を整えていくため、ようやくあたらしい始まりの一歩を踏み出せました。

認可保育所定員

入所決定児童数（年間分）

❶定員超過児童数

❷特定の保育所等希望者

❸育児休業中の者

❹認可外入所児童数

1,577

1,613

36

34

7

8

❶定員超過児童数36人
待機児童解消等のために、定員に対して120％までの児童の入

所は認められています。しかし、定員の範囲内で、保育士が十分
な保育を行える環境を整えることが大切です。さらに国の基準で
は、以下の場合は「待機児童数」にカウントされません。

❷特定の保育所等希望者34人
入所要件に該当しますが、送迎時間の関係やきょうだい同士を

同じ園に入所させたいといった事情で、特定の保育所への入所を
希望している方です。

❸育児休業中の者7人
育児休業中で、保育所等に入所可能となったときに復職する意

思が確認できない方です。

❹認可外入所児童数8人
認可保育所以外の保育サービスを利用する児童です。この中に

は認可保育所の入所希望者が含まれているかもしれません。

討論の映像はこちらから➡

討論の映像はこちらから➡

※ 「広報だざいふ 7 月号」 10 ページに掲載のグラフを引用しています。

建設中の水城小学校
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企画費 通古賀区、水城台区の自治会に対して、宝くじを財源とした助成金が支給されます。360万円

社会福祉費 962万円 生活困窮者自立相談支援業務委託等。

電子母子手帳への機能の追加。　59万円

商工費

保健衛生費

サテライトオフィスを設置する事業者の補助金　100万円

プレミアム付商品券事業（プレミアム率20％）　5,095万円
5,195万円

59万円

こども家庭センターの機能充実等　677万円

医療的ケア児日常生活支援事業補助金　81万円

保育所等給食支援補助金　1,757万円

保育所の建て替えが延期のため減額　▲6,010万円

児童福祉費 ▲3,368万円

◆予算総額は歳入・歳出ともに299億6,747万2千円になりました。

○令和5年度一般会計補正予算（第2号）

定例会リポート定例会リポート6 月

＜歳出の主なもの＞

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

児童福祉費 生活の苦しい子育て世帯の生活支援を目的として、児童1人当たり5万円を給付するものです。1億609万円

◆予算総額は歳入・歳出ともに295億5,133万4千円になりました。

○令和5年度一般会計補正予算（専決第1号）

＜歳出の主なもの＞

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

社会福祉費 生活の苦しい世帯の生活支援を目的として、1世帯当たり3万円を給付するものです。2億9,445万円

◆予算総額は歳入・歳出ともに298億4,578万5千円になりました。

○令和5年度一般会計補正予算（専決第2号）

＜歳出の主なもの＞

○令和5年第2回定例会

会　　期

審議内容

報告

市道認定

契約締結

令和5年5月31日～令和5年6月23日　24日間

5件

1件

1件

人事

条例改正

財産取得

1件

2件

3件

専決処分の承認

補正予算

意見書

5件

1件

3件

トピックス 議会のここに注目！
「待機児童ゼロ」 を宣言した太宰府市ですが、保育園児の入所に関わるデータを深掘りしてみました。

●保育園児の入所に関わるデータ

②③④の児童は、 認可保育所に通っていません。

令和5年4月1日現在

「待機児童ゼロ！」　万全の保育環境を整えていくため、ようやくあたらしい始まりの一歩を踏み出せました。

認可保育所定員

入所決定児童数（年間分）

❶定員超過児童数

❷特定の保育所等希望者

❸育児休業中の者

❹認可外入所児童数

1,577

1,613

36

34

7

8

❶定員超過児童数36人
待機児童解消等のために、定員に対して120％までの児童の入

所は認められています。しかし、定員の範囲内で、保育士が十分
な保育を行える環境を整えることが大切です。さらに国の基準で
は、以下の場合は「待機児童数」にカウントされません。

❷特定の保育所等希望者34人
入所要件に該当しますが、送迎時間の関係やきょうだい同士を

同じ園に入所させたいといった事情で、特定の保育所への入所を
希望している方です。

❸育児休業中の者7人
育児休業中で、保育所等に入所可能となったときに復職する意

思が確認できない方です。

❹認可外入所児童数8人
認可保育所以外の保育サービスを利用する児童です。この中に

は認可保育所の入所希望者が含まれているかもしれません。

討論の映像はこちらから➡

討論の映像はこちらから➡

※ 「広報だざいふ 7 月号」 10 ページに掲載のグラフを引用しています。

建設中の水城小学校
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議
決
結
果
一
覧
表

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
ま
ほ
ろ
ば
号
は
、

年
間
１
億
５
千
万
円
の
補
助

を
要
す
る
ほ
ど
苦
し
い
経
営

状
況
に
あ
る
一
方
、
市
内
各

所
か
ら
路
線
延
伸
の
要
望
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
高
齢
化

が
さ
ら
に
進
む
こ
と
は
確
実

で
、
収
支
の
改
善
と
利
便
性

の
向
上
を
共
に
実
現
す
る
た

め
に
は
地
域
公
共
交
通
の
再

構
築
が
不
可
欠
で
あ
り
、
予

約
状
況
に
柔
軟
に
対
応
可
能

な
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
が

鍵
と
な
る
と
考
え
２
点
伺
う
。

①
運
行
状
況
が
厳
し
い
、
ま

ほ
ろ
ば
号
の
一
部
路
線
と

地
域
線
へ
の
デ
マ
ン
ド
交

通
導
入
に
つ
い
て
見
解
は
。

②
デ
マ
ン
ド
交
通
を
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
導
入
を
図
る

の
か
。

部
長
　
①
②
を
合

わ
せ
て
お
答
え
し

ま
す
。
ま
ほ
ろ
ば
号
は
市
民

の
要
望
に
応
え
る
形
で
路
線

を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高

騰
、
乗
務
員
不
足
な
ど
の
厳

し
い
環
境
下
で
の
運
行
維
持

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
ほ
ろ

ば
号
は
通
勤
・
通
学
や
観
光

に
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
従

来
の
定
時
定
路
線
型
の
運
行

が
望
ま
れ
る
状
況
も
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
デ
マ
ン
ド
交

通
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
に
適
し
た
状
況
を
含
め
本

市
の
公
共
交
通
全
体
の
中
で

地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定

も
考
慮
し
つ
つ
調
査
研
究
を

進
め
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た

救
急
救
命
講
習
会

を
実
施
し
て
い
る
自
治
会
も

あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
各
自

治
会
に
お
い
て
活
発
に
講
習

会
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
大

い
に
期
待
す
る
。
そ
こ
で
、

学
校
内
外
の
子
ど
も
た
ち
の

命
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

教
職
員
を
対
象
と
し
た
救
急

救
命
講
習
会
の
実
施
に
つ
い

て
２
点
伺
う
。

①
教
職
員
を
対
象
と
し
た
救

急
救
命
講
習
会
は
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

②
社
会
体
育
指
導
者
や
部
活

動
指
導
員
を
対
象
と
し
た

救
急
救
命
講
習
会
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

理
事
　
①
令
和
４

年
度
は
講
師
招
聘

に
よ
る
研
修
会
の
実
施
が

可
能
と
な
り
、
小
学
校
５

校
、
中
学
校
１
校
が
救
急

救
命
講
習
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、

小
学
校
全
校
で
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
中
学
校

で
の
実
施
は
予
定
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
実
施
を
促
し

て
い
き
ま
す
。

②
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
お
い

て
は
、
指
導
者
、
保
護
者

を
対
象
に
年
１
回
実
施
し

て
い
ま
す
。
中
学
校
部
活

動
外
部
指
導
者
に
対
し
て

は
学
校
教
育
課
が
実
施
す

る
研
修
会
の
中
で
実
施
す

る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
社
会
教
育
団
体

に
は
、
継
続
的
な
実
施
を

図
り
、
社
会
体
育
指
導
者

に
対
し
て
は
、
救
急
救
命

講
習
会
へ
積
極
的
な
参
加

を
促
し
て
い
き
ま
す
。

案　件　名議案番号等 議決結果

令和4年度太宰府市一般会計予算繰越明許費について

令和4年度太宰府市一般会計予算事故繰越しについて

令和4年度太宰府市水道事業会計予算繰越について

令和4年度太宰府古都・みらい基金の運用状況について

専決処分の報告について（市公用車による一般車両損傷事故の損害賠償の額の決定）

筑紫公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて

専決処分の承認を求めることについて（令和5年度太宰府市一般会計補正予算（専決第1号））

専決処分の承認を求めることについて（令和5年度太宰府市一般会計補正予算（専決第2号））

専決処分の承認を求めることについて（太宰府市税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて（太宰府市都市計画税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて（太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

市道路線の認定について

太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について

令和5年度太宰府市一般会計補正予算（第2号）について

水城小学校管理棟他改築工事（建築）請負変更契約の締結について

財産の取得（消防ポンプ自動車）について

財産の取得（中学校給食用配膳台、食缶類）について

財産の取得（移動図書館車）について

第9期介護保険制度改正に関する意見書

―

―

―

―

―

同意

承認

承認

承認

承認

承認

可決

原案可決

原案可決

可決

可決

可決

可決

原案可決

報告第2号

報告第3号

報告第4号

報告第5号

報告第6号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

意見書第4号

6月定例会 全会一致で可決した議案

議案番号等

原案
可決

案　件　名

議
決
結
果

公明党 宰光 市民の声新風 未来のまち 市民ネット 無会派

タ
コ
ス
キ
ッ
ド

笠
利
　
　
毅

神
武
　
　
綾

森
田
　
正
嗣

徳
永
　
洋
介

馬
場
　
礼
子

木
村
　
彰
人

橋
本
　
　
健

長
谷
川
公
成

今
泉
　
義
文

門
田
　
直
樹

舩
越
　
隆
之

入
江
　
　
寿

原
田
久
美
子

陶
山
　
良
尚

堺
　
　
　
剛

小
畠
真
由
美

※門田直樹議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。

　市民の声：太宰府市民の声 市民ネット：太宰府市民ネット 無会派：会派に所属していない議員

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

議案第34号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×
太宰府市税条例の一部を改正する条例につ
いて

意見書第2号 × × × × × × ※ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「インボイス（適格請求書）制度の廃止」を求
める意見書

修正
可決

意見書第3号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
保育士の配置基準を見直すことを求める意
見書の修正案

○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
保育士の配置基準を見直すことを求める意
見書の修正部分を除く原案

否決

6月定例会 賛否の分かれた議案

国に対し、適格請求書等保存方式（インボイス制度）の延期・見直しを求める陳情書

陳  　　　　情

建設経済常任委員会に送付陳情第4号

全国霊感商法対策弁護士連絡会の不当な声明に対する陳情 議会運営委員会に送付陳情第5号

コミュニテーバスに関する陳情書 総務文教常任委員会に送付陳情第6号

Q

A

Q

A

全質問項目

◇地域公共交通の再構築と利便性

の向上について

◇自治基本条例が規定する「総合

計画等」が本市に存在しない問

題について

全質問項目

◇救急救命講習会の実施について

◇障がいを持つ児童生徒の現状に

ついて

太
宰
府
市
も
デ
マ
ン
ド

交
通
を
導
入
し
よ
う

木
村
　
彰
人  

議
員

き     

む

ら

あ

き    

と

問

救
急
救
命
講
習
会
の

拡
充
を

長
谷
川
　
公
成  

議
員

は       

せ     

が

わ

こ

う

せ

い

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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議
決
結
果
一
覧
表

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
ま
ほ
ろ
ば
号
は
、

年
間
１
億
５
千
万
円
の
補
助

を
要
す
る
ほ
ど
苦
し
い
経
営

状
況
に
あ
る
一
方
、
市
内
各

所
か
ら
路
線
延
伸
の
要
望
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
高
齢
化

が
さ
ら
に
進
む
こ
と
は
確
実

で
、
収
支
の
改
善
と
利
便
性

の
向
上
を
共
に
実
現
す
る
た

め
に
は
地
域
公
共
交
通
の
再

構
築
が
不
可
欠
で
あ
り
、
予

約
状
況
に
柔
軟
に
対
応
可
能

な
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
が

鍵
と
な
る
と
考
え
２
点
伺
う
。

①
運
行
状
況
が
厳
し
い
、
ま

ほ
ろ
ば
号
の
一
部
路
線
と

地
域
線
へ
の
デ
マ
ン
ド
交

通
導
入
に
つ
い
て
見
解
は
。

②
デ
マ
ン
ド
交
通
を
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
導
入
を
図
る

の
か
。

部
長
　
①
②
を
合

わ
せ
て
お
答
え
し

ま
す
。
ま
ほ
ろ
ば
号
は
市
民

の
要
望
に
応
え
る
形
で
路
線

を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高

騰
、
乗
務
員
不
足
な
ど
の
厳

し
い
環
境
下
で
の
運
行
維
持

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
ほ
ろ

ば
号
は
通
勤
・
通
学
や
観
光

に
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
従

来
の
定
時
定
路
線
型
の
運
行

が
望
ま
れ
る
状
況
も
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
デ
マ
ン
ド
交

通
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
に
適
し
た
状
況
を
含
め
本

市
の
公
共
交
通
全
体
の
中
で

地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定

も
考
慮
し
つ
つ
調
査
研
究
を

進
め
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た

救
急
救
命
講
習
会

を
実
施
し
て
い
る
自
治
会
も

あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
各
自

治
会
に
お
い
て
活
発
に
講
習

会
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
大

い
に
期
待
す
る
。
そ
こ
で
、

学
校
内
外
の
子
ど
も
た
ち
の

命
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

教
職
員
を
対
象
と
し
た
救
急

救
命
講
習
会
の
実
施
に
つ
い

て
２
点
伺
う
。

①
教
職
員
を
対
象
と
し
た
救

急
救
命
講
習
会
は
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

②
社
会
体
育
指
導
者
や
部
活

動
指
導
員
を
対
象
と
し
た

救
急
救
命
講
習
会
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

理
事
　
①
令
和
４

年
度
は
講
師
招
聘

に
よ
る
研
修
会
の
実
施
が

可
能
と
な
り
、
小
学
校
５

校
、
中
学
校
１
校
が
救
急

救
命
講
習
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、

小
学
校
全
校
で
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
中
学
校

で
の
実
施
は
予
定
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
実
施
を
促
し

て
い
き
ま
す
。

②
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
お
い

て
は
、
指
導
者
、
保
護
者

を
対
象
に
年
１
回
実
施
し

て
い
ま
す
。
中
学
校
部
活

動
外
部
指
導
者
に
対
し
て

は
学
校
教
育
課
が
実
施
す

る
研
修
会
の
中
で
実
施
す

る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
社
会
教
育
団
体

に
は
、
継
続
的
な
実
施
を

図
り
、
社
会
体
育
指
導
者

に
対
し
て
は
、
救
急
救
命

講
習
会
へ
積
極
的
な
参
加

を
促
し
て
い
き
ま
す
。

案　件　名議案番号等 議決結果

令和4年度太宰府市一般会計予算繰越明許費について

令和4年度太宰府市一般会計予算事故繰越しについて

令和4年度太宰府市水道事業会計予算繰越について

令和4年度太宰府古都・みらい基金の運用状況について

専決処分の報告について（市公用車による一般車両損傷事故の損害賠償の額の決定）

筑紫公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて

専決処分の承認を求めることについて（令和5年度太宰府市一般会計補正予算（専決第1号））

専決処分の承認を求めることについて（令和5年度太宰府市一般会計補正予算（専決第2号））

専決処分の承認を求めることについて（太宰府市税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて（太宰府市都市計画税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて（太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

市道路線の認定について

太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について

令和5年度太宰府市一般会計補正予算（第2号）について

水城小学校管理棟他改築工事（建築）請負変更契約の締結について

財産の取得（消防ポンプ自動車）について

財産の取得（中学校給食用配膳台、食缶類）について

財産の取得（移動図書館車）について

第9期介護保険制度改正に関する意見書

―

―

―

―

―

同意

承認

承認

承認

承認

承認

可決

原案可決

原案可決

可決

可決

可決

可決

原案可決

報告第2号

報告第3号

報告第4号

報告第5号

報告第6号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

意見書第4号

6月定例会 全会一致で可決した議案

議案番号等

原案
可決

案　件　名

議
決
結
果

公明党 宰光 市民の声新風 未来のまち 市民ネット 無会派

タ
コ
ス
キ
ッ
ド

笠
利
　
　
毅

神
武
　
　
綾

森
田
　
正
嗣

徳
永
　
洋
介

馬
場
　
礼
子

木
村
　
彰
人

橋
本
　
　
健

長
谷
川
公
成

今
泉
　
義
文

門
田
　
直
樹

舩
越
　
隆
之

入
江
　
　
寿

原
田
久
美
子

陶
山
　
良
尚

堺
　
　
　
剛

小
畠
真
由
美

※門田直樹議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。

　市民の声：太宰府市民の声 市民ネット：太宰府市民ネット 無会派：会派に所属していない議員

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

議案第34号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×
太宰府市税条例の一部を改正する条例につ
いて

意見書第2号 × × × × × × ※ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「インボイス（適格請求書）制度の廃止」を求
める意見書

修正
可決

意見書第3号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
保育士の配置基準を見直すことを求める意
見書の修正案

○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
保育士の配置基準を見直すことを求める意
見書の修正部分を除く原案

否決

6月定例会 賛否の分かれた議案

国に対し、適格請求書等保存方式（インボイス制度）の延期・見直しを求める陳情書

陳  　　　　情

建設経済常任委員会に送付陳情第4号

全国霊感商法対策弁護士連絡会の不当な声明に対する陳情 議会運営委員会に送付陳情第5号

コミュニテーバスに関する陳情書 総務文教常任委員会に送付陳情第6号

Q

A

Q

A

全質問項目

◇地域公共交通の再構築と利便性

の向上について

◇自治基本条例が規定する「総合

計画等」が本市に存在しない問

題について

全質問項目

◇救急救命講習会の実施について

◇障がいを持つ児童生徒の現状に

ついて

太
宰
府
市
も
デ
マ
ン
ド

交
通
を
導
入
し
よ
う

木
村
　
彰
人  

議
員

き     

む

ら

あ

き    

と

問

救
急
救
命
講
習
会
の

拡
充
を

長
谷
川
　
公
成  

議
員

は       

せ     

が

わ

こ

う

せ

い

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

５
月
11
日
付
西
日

本
新
聞
朝
刊
に
、

本
市
は
紙
、
電
子
デ
ー
タ
で

名
簿
を
自
衛
隊
へ
提
供
し
て

い
る
と
の
記
事
が
あ
っ
た
。

本
市
が
閲
覧
か
ら
紙
で
の
提

供
に
変
更
し
た
こ
と
は
、
当

事
者
に
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、

疑
問
が
あ
る
こ
と
か
ら
３
点

伺
う
。

①
紙
ベ
ー
ス
で
の
提
供
に
変

更
し
た
理
由
と
そ
の
手
続

き
に
つ
い
て

②
５
月
22
日
よ
り
情
報
提
供

を
希
望
さ
れ
な
い
市
民
へ

の
除
外
申
請
受
付
を
開
始

し
た
理
由
と
手
続
き
に
つ

い
て

③
今
後
も
引
き
続
き
紙
で
の

情
報
提
供
を
続
け
て
い
く

の
か
。

部
長
　
①
住
民
基

本
台
帳
の
一
部
の

写
し
を
国
に
提
出
で
き
る

こ
と
が
閣
議
決
定
で
明
確

化
さ
れ
、
令
和
３
年
２
月

５
日
付
で
地
方
自
治
法
に

基
づ
く
技
術
的
助
言
と
し

て
、「
自
衛
官
ま
た
は
自
衛

官
候
補
生
の
募
集
事
務
に

関
す
る
資
料
の
提
出
に
つ

い
て
」
の
通
知
が
発
出
さ

れ
ま
し
た
。
本
市
で
は
閲

覧
で
も
紙
ベ
ー
ス
の
提
供

で
も
同
じ
内
容
で
あ
る
こ

と
か
ら
令
和
３
年
度
か
ら

紙
ベ
ー
ス
で
の
情
報
提
供

に
変
更
し
ま
し
た
。

②
市
民
感
情
や
個
人
情
報
保

護
の
あ
り
方
な
ど
を
鑑
み
、

よ
り
丁
寧
な
対
応
を
す
る

べ
く
、
除
外
申
請
受
付
を

開
始
し
ま
し
た
。
窓
口
及

び
郵
送
で
受
付
し
て
い
ま

す
。

③
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

梅
雨
の
時
期
と
な

り
、
大
雨
も
予
想

さ
れ
る
が
本
市
の
災
害
時
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
２
点
伺

う
。

①
平
成
30
年
の
豪
雨
の
際
、

三
条
台
で
は
全
壊
し
た
家

屋
が
あ
っ
た
。
５
年
が
過

ぎ
現
地
の
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

②
大
佐
野
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
、
調
整
池
と

な
っ
て
い
る
が
、
豪
雨
の

際
に
外
壁
の
安
全
対
策
は

検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

部
長
　
①
福
岡
県

に
山
地
災
害
の
被

害
状
況
を
報
告
し
、
新
た

な
治
山
ダ
ム
の
建
設
を
要

望
し
ま
し
た
。
新
た
に
２

基
の
治
山
ダ
ム
が
設
置
さ

れ
、
計
４
基
の
ダ
ム
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

土
砂
や
流
木
の
排
出
も
行

い
ま
し
た
。

今
後
も
県
と
市
で
連
携
し

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

②
調
整
池
は
、
オ
リ
フ
ィ
ス

と
い
う
排
水
口
が
機
能
し

緩
や
か
な
排
水
を
行
っ
て

い
ま
す
。
一
時
的
に
水
が

溜
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
が
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。
水
圧
に
つ
い
て
は
貯

水
が
一
定
量
を
超
え
た
場

合
に
は
、
安
全
の
た
め
、

放
流
塔
か
ら
越
流
す
る
構

造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
避
難
所

に
つ
い
て
２
点
伺

う
。

①
市
内
避
難
所
の
収
容
人
数

上
限
と
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を

超
え
た
場
合
の
対
応
は
。

②
災
害
時
の
避
難
場
所
で
も

あ
る
地
区
公
民
館
の
建
て

替
え
の
際
の
耐
震
化
に
関

す
る
費
用
等
、
施
設
整
備

補
助
金
に
つ
い
て

(1)
現
在
の
補
助
金
額
の
算
定

方
法
。

(2)
補
助
金
増
額
に
つ
い
て
の

見
解
。

部
長
　
①
安
全
確

保
を
目
的
と
し
て
、

緊
急
に
避
難
す
る
場
所
で

あ
る
指
定
緊
急
避
難
場
所

が
55
施
設
、
避
難
し
た
住

民
が
災
害
の
危
険
性
が
な

く
な
る
ま
で
必
要
な
期
間

滞
在
可
能
な
指
定
避
難
所

が
12
施
設
、
両
方
兼
ね
た

施
設
が
12
施
設
、
合
計
79

施
設
、
さ
ら
に
大
学
や
専

門
学
校
等
を
協
定
避
難
所

と
し
て
指
定
し
て
い
ま

す
。
収
容
人
数
の
割
合
に

つ
い
て
は
、
既
存
の
避
難

施
設
で
収
容
可
能
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
(1)
太
宰
府
地
区
公
民
館
施

設
整
備
条
例
に
基
づ
き
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新

築
事
業
は
１
,
０
０
０
万

円
を
限
度
と
し
、
増
改
築
、

補
修
事
業
は
事
業
費
10
万

円
以
上
で
５
分
の
４
補
助
、

た
だ
し
最
高
補
助
額
５
０

０
万
円
ま
で
と
し
て
い
ま

す
。

(2)
現
在
、
自
治
協
議
会
に
お

い
て
協
議
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
推
移
を
見
守
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
よ
り
適

切
な
補
助
制
度
を
構
築
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

選
挙
に
お
け
る
現

状
の
一
番
の
課
題

は
、
投
票
率
が
低
下
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
政
府
や
地
方
自
治
体

に
お
い
て
は
、
有
権
者
へ
の

啓
発
や
投
票
の
利
便
性
向
上

な
ど
、
様
々
な
施
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
先

日
の
統
一
地
方
選
挙
で
も
感

じ
た
選
挙
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
、
２
点
伺
う
。

①
有
権
者
へ
の
啓
発
や
投
票

の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

②
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
公
費

負
担
に
つ
い
て

部
長
　
①
啓
発
活

動
と
し
て
、
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

報
車
、
懸
垂
幕
に
よ
る
周

知
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
統
一
地
方
選

挙
で
は
、
新
た
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
利
用
し
た
情
報
発
信
、

市
内
西
鉄
駅
構
内
で
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
を
実
施
し
ま

し
た
。
投
票
の
利
便
性
向

上
策
と
し
て
の
期
日
前
投

票
所
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
二
重
投
票
防
止
の
た

め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
の
構
築
や
、
使
用
可
能

な
投
票
所
の
確
保
、
費
用

等
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

②
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
に
つ
い

て
は
、
公
職
選
挙
法
の
改

正
に
よ
り
、
条
例
に
定
め

る
と
こ
ろ
で
一
定
の
金
額

の
範
囲
内
で
公
費
負
担
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
選

挙
公
営
制
度
の
拡
大
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
法
改

正
の
趣
旨
に
基
づ
き
調
査

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q

A

QA

あ

や

こ

う

た

け

Q

A

QA

全質問項目

◇災害時の避難所について

◇待機児童ゼロについて

◇子育て支援5つの無料化に

ついて

◇自衛隊への個人情報提供につ

いて

◇給付金支給事業について

◇子どもたちの学びを保障するた

めに

全質問項目

◇選挙の現状と課題について

◇安心、安全な道路・歩道の整備

について

全質問項目

◇自然災害への備えについて

◇都府楼橋交差点について

全質問項目

な
ぜ
自
衛
隊
へ

個
人
情
報
提
供
す
る
の
か

神
武
　
綾  

議
員

問

本
市
の
災
害
時
の

安
全
対
策
は

原
田
　
久
美
子  

議
員

は

ら    

だ

く       

み       

こ

問

災
害
時
の

避
難
所
の
現
状
と
整
備

タ
コ
ス
キ
ッ
ド  

議
員

問

投
票
率
向
上
に
向
け
て
の

施
策
を
問
う

徳
永
　
洋
介  

議
員

と

く

な

が

よ

う

す

け

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら
大雨の大佐野スポーツ公園グラウンド期日前投票所 （市役所 4 階）
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

５
月
11
日
付
西
日

本
新
聞
朝
刊
に
、

本
市
は
紙
、
電
子
デ
ー
タ
で

名
簿
を
自
衛
隊
へ
提
供
し
て

い
る
と
の
記
事
が
あ
っ
た
。

本
市
が
閲
覧
か
ら
紙
で
の
提

供
に
変
更
し
た
こ
と
は
、
当

事
者
に
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、

疑
問
が
あ
る
こ
と
か
ら
３
点

伺
う
。

①
紙
ベ
ー
ス
で
の
提
供
に
変

更
し
た
理
由
と
そ
の
手
続

き
に
つ
い
て

②
５
月
22
日
よ
り
情
報
提
供

を
希
望
さ
れ
な
い
市
民
へ

の
除
外
申
請
受
付
を
開
始

し
た
理
由
と
手
続
き
に
つ

い
て

③
今
後
も
引
き
続
き
紙
で
の

情
報
提
供
を
続
け
て
い
く

の
か
。

部
長
　
①
住
民
基

本
台
帳
の
一
部
の

写
し
を
国
に
提
出
で
き
る

こ
と
が
閣
議
決
定
で
明
確

化
さ
れ
、
令
和
３
年
２
月

５
日
付
で
地
方
自
治
法
に

基
づ
く
技
術
的
助
言
と
し

て
、「
自
衛
官
ま
た
は
自
衛

官
候
補
生
の
募
集
事
務
に

関
す
る
資
料
の
提
出
に
つ

い
て
」
の
通
知
が
発
出
さ

れ
ま
し
た
。
本
市
で
は
閲

覧
で
も
紙
ベ
ー
ス
の
提
供

で
も
同
じ
内
容
で
あ
る
こ

と
か
ら
令
和
３
年
度
か
ら

紙
ベ
ー
ス
で
の
情
報
提
供

に
変
更
し
ま
し
た
。

②
市
民
感
情
や
個
人
情
報
保

護
の
あ
り
方
な
ど
を
鑑
み
、

よ
り
丁
寧
な
対
応
を
す
る

べ
く
、
除
外
申
請
受
付
を

開
始
し
ま
し
た
。
窓
口
及

び
郵
送
で
受
付
し
て
い
ま

す
。

③
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

梅
雨
の
時
期
と
な

り
、
大
雨
も
予
想

さ
れ
る
が
本
市
の
災
害
時
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
２
点
伺

う
。

①
平
成
30
年
の
豪
雨
の
際
、

三
条
台
で
は
全
壊
し
た
家

屋
が
あ
っ
た
。
５
年
が
過

ぎ
現
地
の
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

②
大
佐
野
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
、
調
整
池
と

な
っ
て
い
る
が
、
豪
雨
の

際
に
外
壁
の
安
全
対
策
は

検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

部
長
　
①
福
岡
県

に
山
地
災
害
の
被

害
状
況
を
報
告
し
、
新
た

な
治
山
ダ
ム
の
建
設
を
要

望
し
ま
し
た
。
新
た
に
２

基
の
治
山
ダ
ム
が
設
置
さ

れ
、
計
４
基
の
ダ
ム
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

土
砂
や
流
木
の
排
出
も
行

い
ま
し
た
。

今
後
も
県
と
市
で
連
携
し

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

②
調
整
池
は
、
オ
リ
フ
ィ
ス

と
い
う
排
水
口
が
機
能
し

緩
や
か
な
排
水
を
行
っ
て

い
ま
す
。
一
時
的
に
水
が

溜
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
が
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。
水
圧
に
つ
い
て
は
貯

水
が
一
定
量
を
超
え
た
場

合
に
は
、
安
全
の
た
め
、

放
流
塔
か
ら
越
流
す
る
構

造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
避
難
所

に
つ
い
て
２
点
伺

う
。

①
市
内
避
難
所
の
収
容
人
数

上
限
と
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を

超
え
た
場
合
の
対
応
は
。

②
災
害
時
の
避
難
場
所
で
も

あ
る
地
区
公
民
館
の
建
て

替
え
の
際
の
耐
震
化
に
関

す
る
費
用
等
、
施
設
整
備

補
助
金
に
つ
い
て

(1)
現
在
の
補
助
金
額
の
算
定

方
法
。

(2)
補
助
金
増
額
に
つ
い
て
の

見
解
。

部
長
　
①
安
全
確

保
を
目
的
と
し
て
、

緊
急
に
避
難
す
る
場
所
で

あ
る
指
定
緊
急
避
難
場
所

が
55
施
設
、
避
難
し
た
住

民
が
災
害
の
危
険
性
が
な

く
な
る
ま
で
必
要
な
期
間

滞
在
可
能
な
指
定
避
難
所

が
12
施
設
、
両
方
兼
ね
た

施
設
が
12
施
設
、
合
計
79

施
設
、
さ
ら
に
大
学
や
専

門
学
校
等
を
協
定
避
難
所

と
し
て
指
定
し
て
い
ま

す
。
収
容
人
数
の
割
合
に

つ
い
て
は
、
既
存
の
避
難

施
設
で
収
容
可
能
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
(1)
太
宰
府
地
区
公
民
館
施

設
整
備
条
例
に
基
づ
き
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新

築
事
業
は
１
,
０
０
０
万

円
を
限
度
と
し
、
増
改
築
、

補
修
事
業
は
事
業
費
10
万

円
以
上
で
５
分
の
４
補
助
、

た
だ
し
最
高
補
助
額
５
０

０
万
円
ま
で
と
し
て
い
ま

す
。

(2)
現
在
、
自
治
協
議
会
に
お

い
て
協
議
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
推
移
を
見
守
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
よ
り
適

切
な
補
助
制
度
を
構
築
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

選
挙
に
お
け
る
現

状
の
一
番
の
課
題

は
、
投
票
率
が
低
下
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
政
府
や
地
方
自
治
体

に
お
い
て
は
、
有
権
者
へ
の

啓
発
や
投
票
の
利
便
性
向
上

な
ど
、
様
々
な
施
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
先

日
の
統
一
地
方
選
挙
で
も
感

じ
た
選
挙
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
、
２
点
伺
う
。

①
有
権
者
へ
の
啓
発
や
投
票

の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

②
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
公
費

負
担
に
つ
い
て

部
長
　
①
啓
発
活

動
と
し
て
、
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

報
車
、
懸
垂
幕
に
よ
る
周

知
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
統
一
地
方
選

挙
で
は
、
新
た
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
利
用
し
た
情
報
発
信
、

市
内
西
鉄
駅
構
内
で
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
を
実
施
し
ま

し
た
。
投
票
の
利
便
性
向

上
策
と
し
て
の
期
日
前
投

票
所
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
二
重
投
票
防
止
の
た

め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
の
構
築
や
、
使
用
可
能

な
投
票
所
の
確
保
、
費
用

等
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

②
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
に
つ
い

て
は
、
公
職
選
挙
法
の
改

正
に
よ
り
、
条
例
に
定
め

る
と
こ
ろ
で
一
定
の
金
額

の
範
囲
内
で
公
費
負
担
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
選

挙
公
営
制
度
の
拡
大
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
法
改

正
の
趣
旨
に
基
づ
き
調
査

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q

A

QA

あ

や

こ

う

た

け

Q

A

QA

全質問項目

◇災害時の避難所について

◇待機児童ゼロについて

◇子育て支援5つの無料化に

ついて

◇自衛隊への個人情報提供につ

いて

◇給付金支給事業について

◇子どもたちの学びを保障するた

めに

全質問項目

◇選挙の現状と課題について

◇安心、安全な道路・歩道の整備

について

全質問項目

◇自然災害への備えについて

◇都府楼橋交差点について

全質問項目

な
ぜ
自
衛
隊
へ

個
人
情
報
提
供
す
る
の
か

神
武
　
綾  

議
員

問

本
市
の
災
害
時
の

安
全
対
策
は

原
田
　
久
美
子  

議
員

は

ら    

だ

く       

み       

こ

問

災
害
時
の

避
難
所
の
現
状
と
整
備

タ
コ
ス
キ
ッ
ド  

議
員

問

投
票
率
向
上
に
向
け
て
の

施
策
を
問
う

徳
永
　
洋
介  

議
員

と

く

な

が

よ

う

す

け

問

録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

①
保
育
士
不
足
の

解
消
や
処
遇
改
善

が
求
め
ら
れ
る
中
、
保
育

の
質
を
守
り
高
め
て
い
け

る
保
育
行
政
が
望
ま
れ
る
。

待
機
児
童
が
本
市
で
ゼ
ロ

に
な
っ
た
要
因
と
、
将
来

児
童
数
が
減
少
し
た
と
き

の
保
育
行
政
の
方
向
性
に

つ
い
て
伺
う
。

②
保
育
士
の
悩
み
に
は
、
家

庭
の
貧
困
や
虐
待
、
そ
し

て
発
達
の
悩
み
な
ど
が
あ

り
、
非
常
に
増
え
て
い
る
。

幼
児
期
の
環
境
を
守
り
、

療
育
の
必
要
や
保
育
士
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に

保
育
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

事
業
を
取
り
入
れ
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

う
。

部
長
　
①
市
長
就

任
前
、
待
機
児
童

数
は
１
０
０
人
を
超
え
、

子
育
て
世
代
の
移
住
、
定

住
を
図
る
上
で
大
き
な

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
保
育
所
の

整
備
、
各
種
の
保
育
士
確

保
策
に
取
り
組
み
、
本
年

４
月
１
日
現
在
、
定
員
１

２
０
名
の
認
可
保
育
園
の

開
園
等
で
念
願
の
ゼ
ロ
を

達
成
し
ま
し
た
。
定
員
割

れ
に
つ
い
て
は
国
・
県
の

動
向
と
と
も
に
保
育
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

②
保
育
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

事
業
に
つ
い
て
は
、
貧
困

や
虐
待
、
発
達
の
悩
み
に

対
し
て
専
門
家
が
早
期
に

支
援
、
介
入
す
る
こ
と
は

大
変
重
要
で
、
保
育
士
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る

た
め
、
保
育
現
場
と
連
携

し
つ
つ
調
査
研
究
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
で
は
新
築
住
宅

の
ト
イ
レ
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
洋
式
。
学
校
に
は

和
式
ト
イ
レ
を
知
ら
な
い
子

ど
も
が
通
い
、
公
共
施
設
で

は
利
用
者
が
洋
式
ト
イ
レ
を

探
し
て
移
動
す
る
。
災
害
時

避
難
者
が
最
も
困
る
の
も
ト

イ
レ
で
あ
る
。
公
共
施
設
で

の
ト
イ
レ
洋
式
化
に
つ
い
て

３
点
伺
う
。

①
市
立
小
中
学
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
率
と
児
童
生
徒
へ

の
影
響
は
。

②
公
共
施
設
ト
イ
レ
の
洋
式

化
率
と
そ
の
災
害
時
に
果

た
す
意
義
は
。

③
学
校
の
ト
イ
レ
も
国
土
強

靭
化
の
一
環
で
２
０
２
５

年
ま
で
に
95
％
の
洋
式
化

が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
市

の
目
標
値
と
計
画
は
。

部
長
　
①
令
和
５

年
６
月
現
在
、
小

中
学
校
の
ト
イ
レ
の
約

80
％
が
洋
式
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
児
童
生
徒
の
学
力

向
上
や
ス
ト
レ
ス
の
多
い

状
況
の
改
善
に
つ
な
が
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。

②
主
要
公
共
施
設
で
は
約

70
％
が
洋
式
と
な
っ
て
い

ま
す
。
災
害
発
生
時
に
高

齢
者
、障
が
い
者
、妊
婦
な

ど
に
と
っ
て
和
式
ト
イ
レ

の
利
用
は
負
担
が
大
き
い

も
の
で
す
が
、
イ
ン
フ
ラ

の
被
害
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
災
害
時
の
ト
イ

レ
と
ト
イ
レ
洋
式
化
は
切

り
離
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

③
補
助
金
等
を
活
用
し
て
各

施
設
の
洋
式
化
の
整
備
を

今
以
上
に
進
め
ま
す
。

地
域
経
済
の
活
性

化
に
向
け
た
戦
略

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
３
点

伺
う
。

①
令
和
６
年
度
実
施
予
定
の

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、
他

市
と
の
広
域
連
携
を
本
格

的
に
進
め
る
事
業
だ
が
、

こ
の
事
業
へ
の
取
組
や
今

後
の
広
域
連
携
に
つ
い
て

②
市
民
プ
ー
ル
開
放
期
間

中
、
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ

敷
地
内
や
テ
ラ
ス
を
使
っ

て
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
マ

ル
シ
ェ
な
ど
で
き
な
い
か
。

③
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交

付
金
を
活
用
し
た
年
金
生

活
者
な
ど
の
市
民
生
活
を

守
る
取
組
に
つ
い
て

部
長
　
①
こ
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

単
独
自
治
体
で
は
実
現
困

難
な
こ
と
か
ら
、
観
光
協

会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

団
体
と
も
協
議
連
携
し
て

い
き
ま
す
。

②
総
合
体
育
館
の
利
用
状
況

や
駐
車
場
の
確
保
な
ど
課

題
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

は
実
現
の
可
能
性
を
模
索

す
べ
く
、
指
定
管
理
者
と

協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

理
事
　
③
食
料
品
価
格
等
の

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

た
生
活
者
や
事
業
者
に
対

し
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
必
要
な
支
援
を
行
う
べ

く
様
々
な
事
業
を
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。今
後

も
本
市
の
市
民
生
活
へ
の

影
響
を
勘
案
の
上
、
本
市

に
ふ
さ
わ
し
い
施
策
を
検

討
し
、
交
付
金
の
さ
ら
な

る
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

令
和
４
年
12
月
定

例
会
一
般
質
問
に

お
い
て
、
市
長
等
に
関
す
る

政
治
倫
理
条
例
が
制
定
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
取
り
上
げ

た
。市

長
に
お
い
て
も
、
条
例

制
定
の
意
欲
を
示
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
、

条
例
制
定
に
向
け
た
現
状
、

条
例
制
定
に
向
け
た
動
き
が

進
ん
で
い
な
い
場
合
、
そ
の

理
由
を
伺
う
。

部
長
　
政
治
倫
理

条
例
は
、
一
般
的

に
は
地
方
公
共
団
体
の
首
長

等
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
規

律
の
基
本
と
な
る
事
項
等
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
市
政

に
対
す
る
市
民
の
信
頼
に
応

え
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政

の
展
開
に
寄
与
す
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
７
年
に
政
治
倫
理
の

確
立
の
た
め
の
太
宰
府
市
長

の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
は
制
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
市
長
等
の
政
治
倫
理
条

例
は
制
定
さ
れ
て
い
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
令
和
４
年

12
月
定
例
会
で
、
市
長
か
ら

政
治
倫
理
条
例
に
つ
い
て
、

し
か
る
べ
き
時
期
に
提
案
し

て
い
き
た
い
と
回
答
し
て
い

ま
し
た
。

現
在
、
そ
の
政
治
倫
理
条

例
に
ど
の
よ
う
な
内
容
を
盛

り
込
む
の
か
、
政
治
倫
理
基

準
や
請
負
等
の
制
限
、
資
産

公
開
等
に
つ
き
ま
し
て
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

全質問項目

◇アフターコロナに向けた活力あ

るまちづくりについて

◇共生社会の実現に向けた取組み

について

◇子育て支援について

◇SDGsへの取り組みについて

全質問項目

◇市長等政治倫理条例制定に向けた動

きについて

◇介護サービスの供給状況について

◇成年後見制度普及の取り組みについて

◇小中学生の不登校について

全質問項目

◇小中学校や公共施設のトイレの

洋式化について

◇史跡地活用について

◇子ども食堂への行政支援について

全質問項目

子
育
て
支
援
の

方
向
性
と
現
状
は

陶
山
　
良
尚  

議
員

す     

や

ま

よ

し

ひ

さ

問

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
急
げ

馬
場
　
礼
子  

議
員

ば       

ば

れ

い     

こ

問

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

小
畠
　
真
由
美  

議
員

お     

ば

た

ま       

ゆ       

み

問

市
長
等
政
治
倫
理
条
例

制
定
の
進
捗
は

森
田
　
正
嗣  

議
員

も

り    

た

ま

さ

つ

ぐ

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

①
保
育
士
不
足
の

解
消
や
処
遇
改
善

が
求
め
ら
れ
る
中
、
保
育

の
質
を
守
り
高
め
て
い
け

る
保
育
行
政
が
望
ま
れ
る
。

待
機
児
童
が
本
市
で
ゼ
ロ

に
な
っ
た
要
因
と
、
将
来

児
童
数
が
減
少
し
た
と
き

の
保
育
行
政
の
方
向
性
に

つ
い
て
伺
う
。

②
保
育
士
の
悩
み
に
は
、
家

庭
の
貧
困
や
虐
待
、
そ
し

て
発
達
の
悩
み
な
ど
が
あ

り
、
非
常
に
増
え
て
い
る
。

幼
児
期
の
環
境
を
守
り
、

療
育
の
必
要
や
保
育
士
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に

保
育
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

事
業
を
取
り
入
れ
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

う
。

部
長
　
①
市
長
就

任
前
、
待
機
児
童

数
は
１
０
０
人
を
超
え
、

子
育
て
世
代
の
移
住
、
定

住
を
図
る
上
で
大
き
な

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
保
育
所
の

整
備
、
各
種
の
保
育
士
確

保
策
に
取
り
組
み
、
本
年

４
月
１
日
現
在
、
定
員
１

２
０
名
の
認
可
保
育
園
の

開
園
等
で
念
願
の
ゼ
ロ
を

達
成
し
ま
し
た
。
定
員
割

れ
に
つ
い
て
は
国
・
県
の

動
向
と
と
も
に
保
育
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

②
保
育
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

事
業
に
つ
い
て
は
、
貧
困

や
虐
待
、
発
達
の
悩
み
に

対
し
て
専
門
家
が
早
期
に

支
援
、
介
入
す
る
こ
と
は

大
変
重
要
で
、
保
育
士
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る

た
め
、
保
育
現
場
と
連
携

し
つ
つ
調
査
研
究
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
で
は
新
築
住
宅

の
ト
イ
レ
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
洋
式
。
学
校
に
は

和
式
ト
イ
レ
を
知
ら
な
い
子

ど
も
が
通
い
、
公
共
施
設
で

は
利
用
者
が
洋
式
ト
イ
レ
を

探
し
て
移
動
す
る
。
災
害
時

避
難
者
が
最
も
困
る
の
も
ト

イ
レ
で
あ
る
。
公
共
施
設
で

の
ト
イ
レ
洋
式
化
に
つ
い
て

３
点
伺
う
。

①
市
立
小
中
学
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
率
と
児
童
生
徒
へ

の
影
響
は
。

②
公
共
施
設
ト
イ
レ
の
洋
式

化
率
と
そ
の
災
害
時
に
果

た
す
意
義
は
。

③
学
校
の
ト
イ
レ
も
国
土
強

靭
化
の
一
環
で
２
０
２
５

年
ま
で
に
95
％
の
洋
式
化

が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
市

の
目
標
値
と
計
画
は
。

部
長
　
①
令
和
５

年
６
月
現
在
、
小

中
学
校
の
ト
イ
レ
の
約

80
％
が
洋
式
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
児
童
生
徒
の
学
力

向
上
や
ス
ト
レ
ス
の
多
い

状
況
の
改
善
に
つ
な
が
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。

②
主
要
公
共
施
設
で
は
約

70
％
が
洋
式
と
な
っ
て
い

ま
す
。
災
害
発
生
時
に
高

齢
者
、障
が
い
者
、妊
婦
な

ど
に
と
っ
て
和
式
ト
イ
レ

の
利
用
は
負
担
が
大
き
い

も
の
で
す
が
、
イ
ン
フ
ラ

の
被
害
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
災
害
時
の
ト
イ

レ
と
ト
イ
レ
洋
式
化
は
切

り
離
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

③
補
助
金
等
を
活
用
し
て
各

施
設
の
洋
式
化
の
整
備
を

今
以
上
に
進
め
ま
す
。

地
域
経
済
の
活
性

化
に
向
け
た
戦
略

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
３
点

伺
う
。

①
令
和
６
年
度
実
施
予
定
の

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、
他

市
と
の
広
域
連
携
を
本
格

的
に
進
め
る
事
業
だ
が
、

こ
の
事
業
へ
の
取
組
や
今

後
の
広
域
連
携
に
つ
い
て

②
市
民
プ
ー
ル
開
放
期
間

中
、
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ

敷
地
内
や
テ
ラ
ス
を
使
っ

て
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
マ

ル
シ
ェ
な
ど
で
き
な
い
か
。

③
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交

付
金
を
活
用
し
た
年
金
生

活
者
な
ど
の
市
民
生
活
を

守
る
取
組
に
つ
い
て

部
長
　
①
こ
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

単
独
自
治
体
で
は
実
現
困

難
な
こ
と
か
ら
、
観
光
協

会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

団
体
と
も
協
議
連
携
し
て

い
き
ま
す
。

②
総
合
体
育
館
の
利
用
状
況

や
駐
車
場
の
確
保
な
ど
課

題
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

は
実
現
の
可
能
性
を
模
索

す
べ
く
、
指
定
管
理
者
と

協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

理
事
　
③
食
料
品
価
格
等
の

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

た
生
活
者
や
事
業
者
に
対

し
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
必
要
な
支
援
を
行
う
べ

く
様
々
な
事
業
を
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。今
後

も
本
市
の
市
民
生
活
へ
の

影
響
を
勘
案
の
上
、
本
市

に
ふ
さ
わ
し
い
施
策
を
検

討
し
、
交
付
金
の
さ
ら
な

る
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

令
和
４
年
12
月
定

例
会
一
般
質
問
に

お
い
て
、
市
長
等
に
関
す
る

政
治
倫
理
条
例
が
制
定
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
取
り
上
げ

た
。市

長
に
お
い
て
も
、
条
例

制
定
の
意
欲
を
示
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
、

条
例
制
定
に
向
け
た
現
状
、

条
例
制
定
に
向
け
た
動
き
が

進
ん
で
い
な
い
場
合
、
そ
の

理
由
を
伺
う
。

部
長
　
政
治
倫
理

条
例
は
、
一
般
的

に
は
地
方
公
共
団
体
の
首
長

等
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
規

律
の
基
本
と
な
る
事
項
等
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
市
政

に
対
す
る
市
民
の
信
頼
に
応

え
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政

の
展
開
に
寄
与
す
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
７
年
に
政
治
倫
理
の

確
立
の
た
め
の
太
宰
府
市
長

の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
は
制
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
市
長
等
の
政
治
倫
理
条

例
は
制
定
さ
れ
て
い
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
令
和
４
年

12
月
定
例
会
で
、
市
長
か
ら

政
治
倫
理
条
例
に
つ
い
て
、

し
か
る
べ
き
時
期
に
提
案
し

て
い
き
た
い
と
回
答
し
て
い

ま
し
た
。

現
在
、
そ
の
政
治
倫
理
条

例
に
ど
の
よ
う
な
内
容
を
盛

り
込
む
の
か
、
政
治
倫
理
基

準
や
請
負
等
の
制
限
、
資
産

公
開
等
に
つ
き
ま
し
て
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

全質問項目

◇アフターコロナに向けた活力あ

るまちづくりについて

◇共生社会の実現に向けた取組み

について

◇子育て支援について

◇SDGsへの取り組みについて

全質問項目

◇市長等政治倫理条例制定に向けた動

きについて

◇介護サービスの供給状況について

◇成年後見制度普及の取り組みについて

◇小中学生の不登校について

全質問項目

◇小中学校や公共施設のトイレの

洋式化について

◇史跡地活用について

◇子ども食堂への行政支援について

全質問項目

子
育
て
支
援
の

方
向
性
と
現
状
は

陶
山
　
良
尚  

議
員

す     

や

ま

よ

し

ひ

さ

問

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
急
げ

馬
場
　
礼
子  

議
員

ば       

ば

れ

い     

こ

問

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

小
畠
　
真
由
美  

議
員

お     

ば

た

ま       

ゆ       

み

問

市
長
等
政
治
倫
理
条
例

制
定
の
進
捗
は

森
田
　
正
嗣  

議
員

も

り    

た

ま

さ

つ

ぐ

問
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問
／
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
／
意
見
交
換
会
開
催
予
告

本
市
の
防
犯
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

５
点
伺
う
。

①
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て

②
空
き
家
の
防
犯
対
策
に
つ

い
て

③
令
和
４
年
度
の
特
殊
詐
欺

の
被
害
状
況
に
つ
い
て

④
防
犯
出
前
講
座
の
効
果
と

実
績
に
つ
い
て

⑤
青
パ
ト
の
実
施
状
況
に
つ

い
て

部
長
　
①
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、

犯
罪
件
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
担
い
手
の
減

少
傾
向
が
課
題
で
す
。

②
現
在
、
空
き
家
に
特
化
し

た
対
策
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
中
で
注
意
し
て
巡
回
し

て
い
ま
す
。

③
筑
紫
野
署
管
内
の
被
害
発

生
件
数
は
10
件
。
被
害
総

額
は
１
,０
３
９
万
円
。
そ

の
う
ち
、
太
宰
府
市
内
の

発
生
件
数
は
５
件
、
被
害

総
額
は
２
０
０
万
円
で
す
。

④
知
識
と
経
験
の
豊
富
な
警

察
Ｏ
Ｂ
の
防
犯
専
門
官
に

よ
る
講
話
を
防
犯
出
前
講

座
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
自
治
会
か
ら
の
要

請
で
３
回
行
い
ま
し
た
。

⑤
現
在
12
自
治
会
と
２
つ
の

校
区
自
治
協
議
会
が
青
パ

ト
を
所
有
し
年
間
を
通
じ

て
定
期
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ご
み
収
集
業
者
も

毎
週
金
曜
日
深
夜
に
行
っ

て
い
ま
す
。

太
宰
府
天
満
宮
神

幸
式
大
祭
出
席
に

は
民
主
制
の
問
題
と
宗
教
及

び
個
人
の
信
仰
の
尊
重
の
問

題
と
二
重
の
意
味
で
、現
在
、

私
自
身
は
欠
席
で
返
事
を
し

て
い
る
。そ
こ
で
、
市
長
の
神

幸
式
大
祭
へ
の
出
席
に
関
し

て
３
点
伺
う
。

①
経
緯
。
い
つ
頃
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
か
。
太
宰
府
天

満
宮
か
ら
案
内
を
受
け
て

の
も
の
か
。
自
発
的
な
出

席
か
。
市
長
と
し
て
の
出

席
な
の
か
。
そ
れ
を
公
務

と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

②
目
的
。
世
俗
的
目
的
か
、

祈
念
す
る
内
容
が
あ
る
の

か
。

③
経
費
の
有
無
。

部
長
　
①
初
代
市

長
か
ら
歴
代
、
太

宰
府
天
満
宮
か
ら
市
役
所

宛
に
案
内
通
知
を
受
け
、

日
程
調
整
が
合
え
ば
市
長

公
務
と
し
て
出
席
し
て
い

ま
す
。

②
太
宰
府
天
満
宮
の
最
も
主

要
な
お
祭
り
と
も
言
え
る

神
幸
式
大
祭
は
、
県
の
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
日
本
遺

産
の
一
つ
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
有
形
無
形

の
文
化
財
群
を
、
地
域
が

主
体
と
な
っ
て
整
備
活
用

し
、
国
内
外
へ
発
信
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
事
は
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市

の
大
切
な
文
化
行
事
の
一

つ
と
い
う
認
識
の
下
、
市

を
代
表
し
歴
代
市
長
が
出

席
し
て
い
ま
す
。

③
神
幸
式
出
席
の
た
め
に
計

上
し
て
い
る
経
費
は
あ
り

ま
せ
ん
。

消
防
組
織
に
は
、

消
防
本
部
、
消
防

署
及
び
消
防
団
と
い
う
機
関

が
あ
る
。
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
地
域
の
消
防

団
の
役
割
は
特
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
消

防
団
を
中
心
と
し
た
地
域
防

災
力
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
、

２
点
伺
う
。

①
消
防
団
の
現
状
に
つ
い
て

②
消
防
団
員
確
保
策
に
つ
い

て

部
長
　
①
太
宰
府

市
消
防
団
の
組
織

は
、
３
分
団
15
部
と
女
性

部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

条
例
で
定
め
る
定
数
は
２

５
０
名
で
す
が
、
令
和
５

年
６
月
１
日
時
点
の
総
団

員
数
は
２
２
７
名
で
す
。

②
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
団
員
自
ら
が
地
元

の
方
や
知
人
等
に
参
加
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、

地
元
商
店
で
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
・
配
布
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
広
報

で
呼
び
か
け
る
ほ
か
、
成

人
式
等
で
の
チ
ラ
シ
配
布

や
消
防
団
協
力
事
業
所
制

度
（※）
の
活
用
な
ど
も
進
め

て
お
り
、
消
防
団
員
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

QA Q

A

Q

A

全質問項目

◇消防団を中核とした地域防災力の充実強化について

◇調整池、ため池のメンテナンスについて

◇本市の防犯の取り組みについて

◇スポーツ少年団について

全質問項目

◇太宰府市の政治と宗教の関わりについて

◇市民のアイデアをまちづくりにいかす仕

組みについて

◇「女性」を軸に据えた機構改革について

全質問項目

自
治
会
と
協
力
し
効
果
的
な

防
犯
の
取
り
組
み
を

橋
本
　
健  

議
員

は

し

も

と

け

ん

問

太
宰
府
市
の
政
治
と

宗
教
の
関
わ
り
は

笠
利
　
毅  

議
員

か

さ    

り

つ
よ
し

問

消
防
団
で
地
域
防
災
力
の

充
実
強
化
を
図
れ

今
泉
　
義
文  

議
員

い

ま  

い
ず
み

よ

し

ふ

み

問

※消防団活動に積極的に協力している事業所等に対して、「消防団協力事業所表

示証」を交付することによって、事業所の信頼性を向上させるとともに、事業所の

協力により地域の消防防災力の一層の充実強化を図ることを目的とした制度。

全国市議会議長会
より表彰

全国市議会議長会
より表彰

市議会議員として、永きにわたり
地方自治の発展と振興に貢献された
功績により、全国市議会議長会から
表彰されました。 議員20年以上表彰

橋本　健議員　　　　　　門田直樹議員

日時：令和5年11月19日㈰　10時～12時（予定）
場所：いきいき情報センター　205・206・207号室

※変更が生じる場合もありますので、詳細は、次号でお知らせ
します。

※コロナ等の影響により中止となる場合はホームページにて
お知らせします。

意見交換会を予定しています！

録画映像はこちら 録画映像はこちら

録画映像はこちら

政治と宗教

青色パトロールカー

消防団出初式 （筑紫野市にて開催）

昨年の意見交換会の様子
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問
／
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
／
意
見
交
換
会
開
催
予
告

本
市
の
防
犯
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

５
点
伺
う
。

①
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て

②
空
き
家
の
防
犯
対
策
に
つ

い
て

③
令
和
４
年
度
の
特
殊
詐
欺

の
被
害
状
況
に
つ
い
て

④
防
犯
出
前
講
座
の
効
果
と

実
績
に
つ
い
て

⑤
青
パ
ト
の
実
施
状
況
に
つ

い
て

部
長
　
①
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、

犯
罪
件
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
担
い
手
の
減

少
傾
向
が
課
題
で
す
。

②
現
在
、
空
き
家
に
特
化
し

た
対
策
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
中
で
注
意
し
て
巡
回
し

て
い
ま
す
。

③
筑
紫
野
署
管
内
の
被
害
発

生
件
数
は
10
件
。
被
害
総

額
は
１
,０
３
９
万
円
。
そ

の
う
ち
、
太
宰
府
市
内
の

発
生
件
数
は
５
件
、
被
害

総
額
は
２
０
０
万
円
で
す
。

④
知
識
と
経
験
の
豊
富
な
警

察
Ｏ
Ｂ
の
防
犯
専
門
官
に

よ
る
講
話
を
防
犯
出
前
講

座
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
自
治
会
か
ら
の
要

請
で
３
回
行
い
ま
し
た
。

⑤
現
在
12
自
治
会
と
２
つ
の

校
区
自
治
協
議
会
が
青
パ

ト
を
所
有
し
年
間
を
通
じ

て
定
期
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ご
み
収
集
業
者
も

毎
週
金
曜
日
深
夜
に
行
っ

て
い
ま
す
。

太
宰
府
天
満
宮
神

幸
式
大
祭
出
席
に

は
民
主
制
の
問
題
と
宗
教
及

び
個
人
の
信
仰
の
尊
重
の
問

題
と
二
重
の
意
味
で
、現
在
、

私
自
身
は
欠
席
で
返
事
を
し

て
い
る
。そ
こ
で
、
市
長
の
神

幸
式
大
祭
へ
の
出
席
に
関
し

て
３
点
伺
う
。

①
経
緯
。
い
つ
頃
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
か
。
太
宰
府
天

満
宮
か
ら
案
内
を
受
け
て

の
も
の
か
。
自
発
的
な
出

席
か
。
市
長
と
し
て
の
出

席
な
の
か
。
そ
れ
を
公
務

と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

②
目
的
。
世
俗
的
目
的
か
、

祈
念
す
る
内
容
が
あ
る
の

か
。

③
経
費
の
有
無
。

部
長
　
①
初
代
市

長
か
ら
歴
代
、
太

宰
府
天
満
宮
か
ら
市
役
所

宛
に
案
内
通
知
を
受
け
、

日
程
調
整
が
合
え
ば
市
長

公
務
と
し
て
出
席
し
て
い

ま
す
。

②
太
宰
府
天
満
宮
の
最
も
主

要
な
お
祭
り
と
も
言
え
る

神
幸
式
大
祭
は
、
県
の
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
日
本
遺

産
の
一
つ
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
有
形
無
形

の
文
化
財
群
を
、
地
域
が

主
体
と
な
っ
て
整
備
活
用

し
、
国
内
外
へ
発
信
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
事
は
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市

の
大
切
な
文
化
行
事
の
一

つ
と
い
う
認
識
の
下
、
市

を
代
表
し
歴
代
市
長
が
出

席
し
て
い
ま
す
。

③
神
幸
式
出
席
の
た
め
に
計

上
し
て
い
る
経
費
は
あ
り

ま
せ
ん
。

消
防
組
織
に
は
、

消
防
本
部
、
消
防

署
及
び
消
防
団
と
い
う
機
関

が
あ
る
。
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
地
域
の
消
防

団
の
役
割
は
特
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
消

防
団
を
中
心
と
し
た
地
域
防

災
力
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
、

２
点
伺
う
。

①
消
防
団
の
現
状
に
つ
い
て

②
消
防
団
員
確
保
策
に
つ
い

て

部
長
　
①
太
宰
府

市
消
防
団
の
組
織

は
、
３
分
団
15
部
と
女
性

部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

条
例
で
定
め
る
定
数
は
２

５
０
名
で
す
が
、
令
和
５

年
６
月
１
日
時
点
の
総
団

員
数
は
２
２
７
名
で
す
。

②
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
団
員
自
ら
が
地
元

の
方
や
知
人
等
に
参
加
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、

地
元
商
店
で
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
・
配
布
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
広
報

で
呼
び
か
け
る
ほ
か
、
成

人
式
等
で
の
チ
ラ
シ
配
布

や
消
防
団
協
力
事
業
所
制

度
（※）
の
活
用
な
ど
も
進
め

て
お
り
、
消
防
団
員
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

QA Q

A

Q

A

全質問項目

◇消防団を中核とした地域防災力の充実強化について

◇調整池、ため池のメンテナンスについて

◇本市の防犯の取り組みについて

◇スポーツ少年団について

全質問項目

◇太宰府市の政治と宗教の関わりについて

◇市民のアイデアをまちづくりにいかす仕

組みについて

◇「女性」を軸に据えた機構改革について

全質問項目

自
治
会
と
協
力
し
効
果
的
な

防
犯
の
取
り
組
み
を

橋
本
　
健  

議
員

は

し

も

と

け

ん

問

太
宰
府
市
の
政
治
と

宗
教
の
関
わ
り
は

笠
利
　
毅  

議
員

か

さ    

り

つ
よ
し

問

消
防
団
で
地
域
防
災
力
の

充
実
強
化
を
図
れ

今
泉
　
義
文  

議
員

い

ま  

い
ず
み

よ

し

ふ

み

問

※消防団活動に積極的に協力している事業所等に対して、「消防団協力事業所表

示証」を交付することによって、事業所の信頼性を向上させるとともに、事業所の

協力により地域の消防防災力の一層の充実強化を図ることを目的とした制度。

全国市議会議長会
より表彰

全国市議会議長会
より表彰

市議会議員として、永きにわたり
地方自治の発展と振興に貢献された
功績により、全国市議会議長会から
表彰されました。 議員20年以上表彰

橋本　健議員　　　　　　門田直樹議員

日時：令和5年11月19日㈰　10時～12時（予定）
場所：いきいき情報センター　205・206・207号室

※変更が生じる場合もありますので、詳細は、次号でお知らせ
します。

※コロナ等の影響により中止となる場合はホームページにて
お知らせします。

意見交換会を予定しています！

録画映像はこちら 録画映像はこちら

録画映像はこちら

政治と宗教

青色パトロールカー

消防団出初式 （筑紫野市にて開催）

昨年の意見交換会の様子
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届
い
て
い
ま
す
皆
さ
ん
の 

声

「本市は住みやすいですか？」

「行政運営は効果的ですか？」

「市職員の対応は良いですか？」

住みやすい

80.3%

68.0%

H29

26.1%

H29

57.4%

H29

R４

R４

R４

82.7%

67.1%

74.2%

「市政への信頼度は」

R３ R４

71.9%

【関連特集】Ｐ２～５　

広聴、 まちづくり市民意識調査

2023
（令和5年）

8
No.1023

議会だより
合併号
議会だよりは

39ページ以降に
掲載しています。

令
和
４
年
度
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
本
号

で
特
集
し
て
お
り
ま
す
。
市
政

信
頼
度
も
高
ま
り
、
住
み
や
す

さ
は
８
割
を
超
え
ま
し
た
。

一
期
目
就
任
前
の
平
成
29
年

度
比
で
お
お
む
ね
上
昇
傾
向
に

あ
り
、
こ
れ
ま
で
ご
理
解
ご
協

力
頂
い
た
市
民
皆
様
、
議
会
、

職
員
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
本
号
で
触
れ
て
お
り

ま
す
念
願
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
や

道
路
改
良
事
業
な
ど
着
実
に
成

果
を
出
し
、
市
民
満
足
度
の
さ

ら
な
る
向
上
に
努
め
ま
す
。

こ
の
数
年
空
手
や
卓
球
、
陸

上
、
バ
レ
ー
な
ど
本
市
か
ら
世

界
に
羽
ば
た
く
若
い
人
材
輩
出

の
報
告
が
続
い
て
お
り
、
市
と

し
て
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

こ
う
し
た
流
れ
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
令
和

の
都
だ
ざ
い
ふ
子
ど
も
学
生
美

術
展
を
開
始
し
、
今
年
も
９
月

よ
り
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
工
芸

な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
小
学

生
か
ら
大
学
生
ま
で
応
募
可
能

で
す
。
夏
休
み
の
機
会
に
ぜ
ひ

製
作
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※掲載記事は編集作業の都合上７月14日時点までの情報に基づきます。配布時とのずれなどございましたらご了承ください。
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政
務
活
動
費
収
支
報
告
／
編
集
後
記

◇
編
集
後
記
◇

コ
ロ
ナ
の
位
置
付
け
が
「
５
類
」
に

な
っ
て
以
来
、
私
た
ち
の
生
活
も
一
気

に
以
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
自
治
会
が
催
す
夏
祭
り
も
徐
々
に

復
活
し
つ
つ
あ
り
、
よ
う
や
く
「
い
つ
も

の
夏
」
が
や
っ
て
来
た
感
じ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
中
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み

に
し
て
い
た
屋
外
市
民
プ
ー
ル
の
夏
の

営
業
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
理

由
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
の
駐
車
場

の
確
保
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
嬉
し
い
お
知
ら
せ
も
あ
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
が
続
い
て
い
た

「
太
宰
府
市
民
政
庁
ま
つ
り
」
が
３
年

ぶ
り
に
、
し
か
も
大
宰
府
政
庁
跡
で
の

開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
コ
ロ
ナ
と
上
手
に
付
き

合
う
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
状
態
が
続
き
ま

す
。
注
意
深
く
も
着
実
に
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
へ
と
歩
を
進
め
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

(
彰
)

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
原
　
田
　
久
美
子

副
委
員
長
　
笠
　
利
　
　
　
毅

委
　
　
員
　
堺
　
　
　
　
　
剛

委
　
　
員
　
木
　
村
　
彰
　
人

委
　
　
員
　
今
　
泉
　
義
　
文

委
　
　
員
　
馬
　
場
　
礼
　
子

委
　
　
員
　
タ
コ
ス
キ
ッ
ド
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政務活動費は議員の調査研究に資するため必要な経費の一部とし

て、会派または議員に対して交付されるものです。

太宰府市議会では、1人当たり月額2万5千円が交付されています。 

今後とも、政務活動費を有効に活用し、調査・研究を市民の皆さん

に還元するとともに、市政発展のために生かしていきます。

支出の領収書は市のホーム
ページで公開しています。

会派または個人名 支給額（円） 支出額（円） 市返還金（円） 執行率（％）

公明党（２人）
こうめいとう

小畠真由美、堺　　剛
600,000 298,705 301,295 49.8

900,000 401,479 498,521 44.6

650,000 103,200 546,800 15.9

500,000 474,970 25,030 95.0

900,000 545,883 354,117 60.7

宰　光（３人）
さい こう

陶山良尚、原田久美子、入江　寿

太宰府市民の声（３人）
だ ざい し みん こえふ

長谷川公成、橋本　健、徳永洋介

900,000 379,900 520,100 42.2

300,000 42,244 257,756 14.1タコスキッド

300,000 134,076 165,924 44.7笠利　毅

300,000 191,685 108,315 63.9神武　綾

5,350,000 2,572,142 2,777,858 48.1合　　　　　　計

未来のまち（３人）
み らい

森田正嗣、木村彰人、馬場礼子

政務活動費 収支報告令和4年度

新　風（３人）
しん ぷう

舩越隆之、門田直樹、今泉義文

※令和5年2月1日付で今泉議員が会派
加入のため令和5年2月・3月分支給

令和宰光（２人）
れい さいこうわ

宮原伸一、今泉義文

※令和5年1月31日付会派解散のため令
和5年2月・3月分返納

 
 


